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亀
井

氏
が

津
和

野
城

へ
入

城
し

て
今

年
で

400
年

。
現

在
の

津
和

野
町

の
礎

を
築

い
た

亀
井

一
族

に
つ

い
て

、
こ

れ
を

機
に

学
ん

で
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。（
関

連
記

事
2

～
5

ペ
ー

ジ
、

表
紙

絵
は

亀
井

氏
参

勤
交

代
の

様
子

）

亀
井
氏
入
城
４００

年
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広報つわの 2017 年 7 月 14 日発行

3　広報つわの

の
増
産
が
行
わ
れ
、
15
万
石
の
収

益
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
紙
の
扱
い
を
津
和
野

藩
の
独
占
事
業
に
す
る
「
紙
専
売
仕

法
」
を
決
め
、
税
収
を
確
保
し
た
。

幕
府
や
朝
廷
か
ら
軍
務
や
公
務
で

負
担
を
強
い
ら
れ
、
ま
た
天
災
や

凶
作
も
発
生
し
た
が
、
こ
の
財
政

基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
苦
難
を

乗
り
越
え
、
幕
末
ま
で
藩
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

文
教
の
礎
、
藩
校
「
養
老
館
」

亀
井
氏
が
注
力
し
た
も
の
に
教

育
が
あ
り
、
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
の

が
１
７
８
６
（
天
明
６
）
年
に
創
設

さ
れ
た
藩
校
「
養
老
館
」
で
あ
る
。

学
問
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り

組
み
始
め
た
の
は
、
藩
政
が
整
い

始
め
た
３
代　

親
の
頃
。
周
防
国

（
現
山
口
県
）
か
ら
儒
学
者
を
招

き
、
自
ら
も
家
臣
と
共
に
学
問
に

励
む
。
以
降
の
代
に
お
い
て
も
学

問
の
振
興
は
続
く
。
８
代
矩の

り
か
た賢

の

時
代
は
飢
饉
等
の
影
響
で
財
政
は

決
し
て
豊
か
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
を
覆
す
た
め
に
は
人

材
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
信

念
の
も
と
、
朱
子
学
者
の
山
口
剛

斎
を
招
き
藩
校
開
設
に
至
っ
た
。

開
設
か
ら
53
年
、１
８
３
９（
天

保
10
）
年
に
藩
主
に
就
任
し
た
11

代　

監
は
文
教
改
革
に
着
手
。
職

や
身
分
に
よ
ら
ず
、
才
能
と
向
上

心
の
み
で
人
選
し
た
者
を
藩
費
で

江
戸
な
ど
に
遊
学
さ
せ
た
。
ま
た

江
戸
の
屋
敷
を
売
却
す
る
な
ど

し
、
教
育
基
金
を
創
設
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ま
で
不
備
だ
っ
た
武

術
教
場
を
整
備
し
、「
文
武
両
道
」

教
育
が
実
施
で
き
る
施
設
体
制
と

し
、従
来
の
漢
学
や
兵
学
に
加
え
、

国
学
と
蘭
医
学
を
新
設
し
た
。

火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
も
、
場

所
を
移
し
て
建
て
直
す
な
ど
、
教
育

重
視
の
姿
勢
は
崩
さ
な
か
っ
た
。

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
津

和
野
藩
は
浜
田
県
と
併
合
と
な

り
、
そ
の
翌
年
廃
校
が
決
ま
る
。

は
、「
石
州
半
紙
」「
石
見
半
紙
」
と

呼
ば
れ
る
良
質
の
和
紙
で
あ
っ
た
。

８
世
紀
初
め
に
柿
本
人
麻
呂
が

こ
の
地
に
紙
す
き
を
伝
え
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
坂
崎
氏
の
時
代
に

紙
の
原
料
と
な
る
楮

こ
う
ぞ

の
苗
を
５
万

本
取
り
寄
せ
た
。
ま
た
津
和
野
は

高
地
で
湿
気
が
少
な
く
、
小
石
が

多
い
こ
と
で
良
質
の
楮
が
育
ち
や

す
い
。
こ
の
紙
製
造
に
お
い
て
整

っ
た
環
境
下
で
、
紙
の
年
貢
の
認

可
や
、
農
民
の
借
金
を
返
済
不
要

と
す
る
代
わ
り
に
楮
の
植
え
付
け

を
奨
励
す
る
こ
と
で
、
楮
・
和
紙

亀
井
氏
が
津
和
野
に
移
る
経
緯

亀
井
氏
の
初
代
は　

矩
。　

矩
は
１
５
８
１
（
天
正
９
）
年
に

因い
な
ば
の
く
に

幡
国
鹿し

か
の野
（
現
鳥
取
市
鹿
野

町
）
城
主
と
な
り
、
１
６
０
９

（
慶
長
14
）
年
に
第
２
子
で
あ
る

政ま
さ
の
り矩
へ
家
督
を
譲
る
。
そ
し
て
、

１
６
１
７
（
元
和
３
）
年
に
政
矩

が
幕
府
か
ら
津
和
野
移
封
の
命
を

受
け
、
４
万
３
千
石
の
津
和
野
藩

主
と
し
て
入
城
し
た
。

亀
井
氏
を
支
え
た
多た

ご胡
氏

亀
井
氏
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

存
在
が
多
胡
氏
で
あ
る
。
亀
井
氏
に

よ
る
津
和
野
藩
統
治
か
ら
の
１
０
０

年
の
間
に
、
多
胡
一
族
の
親
子
５

人
が
財
政
の
基
盤
を
作
っ
た
。

多
胡
氏
の
功
績
の
ひ
と
つ
は
山

地
開
拓
や
棚
田
・
新
田
開
拓
な
ど

の
耕
作
地
拡
大
で
あ
り
、
耕
作
物

の
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
で
、
財

政
の
健
全
化
を
図
っ
た
。

た
だ
、
米
よ
り
も
重
視
し
た
の

11
代
、
２
５
５
年
間
津
和
野
藩
を
治
め
続
け
た
亀
井
氏
。

１
６
１
７
年
に
津
和
野
城
に
入
城
し
、
今
年
で
４
０
０
年
と
な

り
ま
す
。
産
業
の
開
発
や
優
れ
た
教
育
を
行
い
、
津
和
野
を
発

展
さ
せ
た
亀
井
氏
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

① 政矩（1617-1619）

② 　　政（1619-1680）

③ 　　親（1681-1731）

④ 　　満（1731-1735）

⑤ 　　延（1736-1742）

⑥ 　　胤（1743-1752）

⑦ 矩貞（1752-1783）

⑧ 矩賢（1783-1818）

⑨ 　　尚（1819-1830）

⑩ 　　方（1831-1839）

⑪ 　　監（1839-1871）

これまさ

これちか

これみつ

これのぶ

これたね

これなお

これかた

のりさだ

のりかた

これみ

まさのり

亀
井
氏
入
城
４００
年

吉見氏（1282-1600）
・一本松城（津和野城）築城
・初めて鷺舞が行われる

坂崎氏（1601-1616）
・就封時、この地が「津和野藩」となる
・津和野城大改修、城下町整備を行う

― 石州半紙の増産により津和野藩政を確立

― 多
た ご

胡家が産業開発を進め、楮
こうぞ

の植え付けを奨励する

― 因幡国より津和野城へ入城する

― 藩校「養老館」創設

― 陶工を招き「綾
あややき

焼」開
かいよう

窯

財政改革に続き、文教改革を行う
版籍を奉還し、津和野藩知事となる
朝廷に廃藩を上申
廃藩置県により津和野藩が浜田県と合併される

「
養
老
館
」
に
関
わ
り
の
あ
る
傑
物

大お
お
く
に国 

隆た
か
ま
さ正

（
１
７
９
２
～
１
８
７
１
）

江
戸
で
国
学
、
儒
学
を
学
び
、
日
本
各
地
で

国
学
を
講
義
し
た
。
11
代　

監
は
、
隆
正
を
養

老
館
の
国
学
の
教
師
と
し
、
１
年
の
う
ち
江
戸

と
津
和
野
に
そ
れ
ぞ
れ
百
日
滞
在
さ
せ
た
。
隆

正
は
、　

監
に
尊
王
攘
夷
の
思
想
に
つ
い
て
説
く

と
と
も
に
、
養
老

館
の
国
学
を
津
和

野
本
学
と
位
置
付

け
た
。

森も
り 

鷗お
う
が
い外

（
１
８
６
２
～
１
９
２
２
）

７
歳
で
養
老
館
に
入
学
し
た
が
、
10
歳
の
と
き

に
養
老
館
が
廃
校
と
な
る
。
上
京
後
、
年
齢
を
偽

っ
て
東
京
医
学
校
（
現
東
京
大
学
医
学
部
）
に
入

学
し
、
19
歳
で
卒
業
。
軍
医
と
な
り
、
留
学
先
の

ド
イ
ツ
で
医
学
の
み
な
ら
ず
広
く
西
洋
文
化
を
学

ぶ
。
帰
国
後
は
、
軍

医
の
か
た
わ
ら
小

説
を
執
筆
し
、
夏

目
漱
石
と
並
ん
で

文
豪
と
称
さ
れ
る
。

西に
し 

周あ
ま
ね（

１
８
２
９
～
１
８
９
７
）

養
老
館
で
漢
学
を
学
び
、
20
歳
で
養
老
館
の

教
授
と
な
る
が
、
洋
学
を
志
し
脱
藩
。
オ
ラ
ン

ダ
に
留
学
後
、
徳
川
幕
府
、
明
治
政
府
に
仕
え

る
。
明
治
以
降
は
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
活
躍
し
、

「
哲
学
」「
心
理
学
」「
理
性
」「
感
性
」「
主
観
」「
客

観
」
な
ど
、
そ
れ

ま
で
日
本
に
な
か

っ
た
概
念
や
用
語

を
多
く
翻
訳
・
創

出
し
た
。

岡お
か 

熊く
ま
お
み臣

（
１
７
８
３
～
１
８
５
１
）

儒
教
や
国
学
を
早
く
か
ら
学
び
、
15
歳
で
国

学
者
の
本
居
宣
長
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
考

え
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
。
30
歳
で
津
和
野

（
木
部
地
区
）
の
自
宅
に
「
桜
蔭
館
」
を
開
き
、

67
歳
の
と
き
に
養
老
館
に
新
設
さ
れ
た
国
学
部

の
教
師
に
な
る
。

桜
蔭
館
の
学
則
を

活
か
し
て
養
老
館

の
学
則
を
制
定
す

る
。

亀井氏歴代藩主 ※丸囲み数字は津和野藩主としての代位

藩校「養老館」

綾焼

藩校「養老館」の授業風景

当時の紙すきの様子

※括弧内の数字は統治した西暦　

こ
れ
の
り

こ
れ
ち
か

こ
れ
み
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日
本
遺
産
認
定

平
成
27
年
に
始
ま
っ
た
文
化
庁

に
よ
る
日
本
遺
産
制
度
。
そ
の
初

年
度
に
認
定
さ
れ
た
18
地
域
の
ひ

と
つ
に
、
津
和
野
町
の
「
津
和
野

今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
」
が
名
を

連
ね
る
。

認
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
津
和
野
百
景
図
」
は
、
明
治
維

新
後
、
亀
井
氏
14
代　
常
か
ら
の

依
頼
に
よ
っ
て
、
栗
本
格
斎
が

４
年
の
歳
月
を
か
け
て
描
い
た

１
０
０
枚
の
絵
に
解
説
を
加
え
ま

と
め
た
も
の
。
そ
れ
ら
幕
末
の
風

景
や
伝
統
行
事
が
町
民
に
よ
っ
て

守
ら
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
体
験

が
で
き
る
稀
有
な
城
下
町
と
し
て

評
価
を
得
た
。

津和野百景図　第九十九図　盆踊　

若
人
を
育
て
る
若
人
た
ち

　

平
成
26
年
に
設
立
し
た
町
営
英

語
塾
「H

ハ

ン

コ

ウ

AN
-KO

H

」。
島
根
県

立
津
和
野
高
等
学
校
の
同
窓
会
館

を
利
用
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当

初
は
対
象
を
高
校
生
の
み
と
し
て

い
た
が
、
現
在
は
中
学
生
も
対
象

と
し
て
い
る
。

　

塾
に
通
う
高
校
生
72
名
、
中
学

生
73
名
（
６
月
１
日
現
在
）
を
支

え
る
の
は
、
松
原
真
倫
塾
長
を
は

じ
め
と
す
る
７
名
の
ス
タ
ッ
フ（
上

写
真
。
松
原
さ
ん
は
前
列
中
）。
皆

県
外
出
身
者
で
あ
り
、
生
徒
た
ち

と
の
世
代
の
近
さ
を
活
か
し
、
塾

内
で
明
る
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し

て
い
る
。

　

塾
長
の
松
原
さ
ん
は
、「
津
和

野
藩
の
藩
校
養
老
館
の
歴
史
を
現

代
に
引
き
継
ご
う
と
い
う
思
い

で
、
町
営
塾
を
『H

A
N

-KO
H

』

と
命
名
し
ま
し
た
。
亀
井
氏
の
思

い
が
現
代
の
津
和
野
町
に
も
息
づ

い
て
い
る
こ
と
を
日
々
意
識
し

な
が
ら
塾
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

津
和
野
藩
が
人
材
育
成
に
藩
の

未
来
を
託
し
た
よ
う
に
、H

A
N

-
KO

H

で
津
和
野
町
の
未
来
を
創

る
若
者
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
明
日
を
見

据
え
る
。

伝
統
を
守
り
継
ぐ
た
め
に

亀
井
氏
が
津
和
野
に
入
っ
た
こ

と
で
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
、
島
根

県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
「
津

和
野
踊お

ど
り」。

こ
の
踊
り
の
起
源
は
、

戦
国
時
代
末
期
の
あ
る
盂う

ら
ぼ
ん

蘭
盆

（
旧
暦
の
お
盆
の
こ
と
）に
あ
る
。

亀
井
家
初
代　
矩
が
因
州
金
剛

城
を
攻
め
る
た
め
、
盆
踊
り
の
一

団
の
中
に
扮
装
し
た
兵
を
忍
ば
せ

た
。
こ
う
し
て
敵
の
隙
を
つ
い
て

城
を
落
と
し
た
戦
法
が
踊
り
と
な

り
、
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る
。

こ
の
踊
り
も
亀
井
氏
入
城
と
同

じ
く
４
０
０
年
を
迎
え
る
。
津
和

野
盆
踊
り
保
存
会
は
、
踊
り
手

４
０
０
人
を
目
標
と
し
、
学
校
や

企
業
な
ど
町
内
の
各
団
体
に
呼
び

か
け
て
い
る
。
今
回
初
め
て
踊
る

参
加
者
が
多
い
た
め
、
例
年
よ
り

も
練
習
回
数
を
増
や
す
力
の
入
れ

よ
う
で
あ
る
。

会
長
の
山
岡
浩
二
さ
ん
は
節

目
の
年
に
際
し
、「
前
会
長
か
ら

『
４
０
０
年
の
年
は
ぜ
ひ
立
派
な

盆
踊
り
に
し
て
ほ
し
い
』
と
会
長

就
任
前
に
言
わ
れ
た
た
め
、
恥
じ

な
い
も
の
に
し
た
い
。
大
変
幸
運

と
同
時
に
責
任
を
感
じ
ま
す
。」

と
話
す
。
ま
た
、「
４
０
０
人
は

正
直
厳
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
が
達
成
し
な
く
て

も
、
今
年
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

来
年
に
多
く
の
人
が
参
加
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
こ
の
盆
踊
り
が
続

い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。」
と
の
想
い
で
踊
り
の
指
導

に
あ
た
る
。

現
代
に
残
る
亀
井
氏
の
足
跡

差し替え

HAN-KOH での授業風景

HAN-KOH 外観

▼
特
別
展
「
津
和
野
藩
主　

　

亀
井
家
の
４
０
０
年
」

▽
期
間

　

7
月
29
日（
土
）～
11
月
12
日（
日
）

▽
会
場

・
津
和
野
町
郷
土
館

・
亀
井
温
故
館

・
太
皷
谷
稲
成
神
社
宝
物
館

▼
養
老
館
教
科
書
類
一
般
公
開

▽
期
間

　

8
月
１
日（
火
）～
３
日（
木
）

▽
会
場

　

津
和
野
町
民
体
育
館

▼
津
和
野
踊
り
伝
来
４
０
０
周

　

年
記
念
盆
踊
り

▽
日
時

　

8
月
15
日（
火
）20
時
30
分
～

▽
会
場

　

殿
町
通
り

▼
藩
主
亀
井
家
入
城
４
０
０
年

　

記
念
式
典
・
講
演
会

▽
日
時

　

９
月
10
日（
日
）10
時
～
12
時

▽
会
場

　

太
皷
谷
稲
成
神
社
儀
式
殿

▼
亀
井
氏
ゆ
か
り
の
地
探
訪

▽
日
時

　

９
月
10
日（
日
）13
時
30
分
～

▽
場
所

　

津
和
野
神
社
、
永
明
寺
等

▼
津
和
野
藩
主
が
信
じ
た
神
仏

　

へ
の
道

▽
日
時

　

10
月
21
日（
土
）10
時
～
14
時

▽
場
所

　

津
和
野
百
景
図
三
大
神
社
等

▼
亀
井
氏
入
城
ウ
ォ
ー
ク

▽
日
時

　

10
月
29
日（
日
）９
時
～
12
時

▽
場
所

　

山
陰
道
（
徳
城
峠
越
）

▼
津
和
野
奴
行
列
３
団
体
共
演

▽
日
時

　

11
月
19
日（
日
）12
時
30
分
～

▽
会
場

　

殿
町
～
駅
通
り

▽
出
演
団
体

・
奴
行
列
保
存
会

・
日
原
奴
保
存
会

・
青
原
奴
保
存
会

藩
主
亀
井
家
入
城
４
０
０
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

本番に向けて熱心に練
習をする参加者たち

こ
れ
つ
ね

問い合わせ
津和野町郷土館

☎0856-72-0300
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津
和
野
町
で
は
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
内
容
に
「
も
れ
」
や
「
間
違

い
」が
な
い
か
ご
心
配
な
方
や
、

一
般
的
な
年
金
（
老
齢
年
金
の

ご
相
談
な
ど
）
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
年

金
事
務
所
で
の
相
談
を
ご
案

内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
相
談
日

　

８
月
25
日
（
金
）

　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

◎
場
所

　

日
原
公
民
館　
　
　

◎
持
参
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
な
ど
年
金
番
号
の

分
か
る
書
類

・
年
金
記
録
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
方
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
一
式

・
印
鑑

※
そ
の
他
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
参
考
と
な
る
資
料
が
あ

れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
相
談
に
来
ら
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人

自
身
の
身
分
証
明
書
が
必

要
で
す
。
委
任
状
は
、
津
和

野
庁
舎
健
康
福
祉
課
ま
た

は
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0651
年金相談のお知らせ

江
戸
時
代
の
津
和
野
藩
校
だ

っ
た
養
老
館
（
現
在
修
理
工
事

中
）は
、天
明
６（
１
７
８
６
）年
、

八
代
藩
主
亀
井
矩の

り
か
た賢
が
創
設

し
、
安
政
２
（
１
８
５
５
）
年

に
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

藩
校
養
老
館
は
藩
士
の
教
育

機
関
と
し
て
、
津
和
野
藩
の
人

材
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。出
身
者
に
は
福
羽
美
静
、

西
周
、
森
鷗
外
な
ど
、
明
治
政

府
で
活
躍
し
た
人
が
多
数
い
ま

し
た
。

こ
の
藩
校
養
老
館
に
付
属
す

る
御
書
物
蔵
に
は
、
現
在
も
藩

校
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
類
が

た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
亀
井
氏
入
城

４
０
０
年
記
念
に
合
わ
せ
て
、

こ
れ
ら
の
教
科
書
類
を
一
般
公

開
し
ま
す
。

す
べ
て
の
教
科
書
が
一
堂
に

並
ぶ
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期
間

　

８
月
１
日（
火
）
13
時
～
17
時

　

８
月
２
日（
水
）
９
時
～
17
時

　

８
月
３
日（
木
）
９
時
～
12
時

■
場
所

　

津
和
野
町
民
体
育
館

※
入
場
無
料

※
一
般
公
開
は
資
料
の
虫
干
し

を
兼
ね
て
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
公
開
期
間
が
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

教育委員会☎ 72-1854

税務住民課☎ 74-0069
小学生の税に関する作品「絵はがき・習字」募集

藩校養老館の教科書を一般公開！

月
の
満
月
で
赤
く
見
え
る
）
の

夜
、
天
文
台
で
初
め
て
天
体
に

向
け
ま
し
た
。
対
象
は
、
も
ち

ろ
ん
ス
ト
ロ
べ
リ
ー
ム
ー
ン
で

す
。
そ
こ
へ
町
内
の
Ｋ
さ
ん
が

お
孫
さ
ん
と
来
ら
れ
、
望
遠
鏡

の
い
き
さ
つ
を
話
し
た
と
こ
ろ
、

K
さ
ん
は
寮
の
出
身
者
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
こ

の
望
遠
鏡
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

持
ち
主
を
ご
存
じ
の
方
、
こ

の
望
遠
鏡
で
見
た
よ
と
い
う

方
、
天
文
台
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
寮
の
望
遠
鏡
を
見
た
人

は
い
る
の
か
？
持
主
は
誰
な
の

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

日
原
天
文
台
に
６
月
、
２
本

の
望
遠
鏡
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
吉
賀
町
ご
出
身

で
大
阪
の
高
校
の
地
学
の
先
生

を
し
て
お
ら
れ
た
茅
原
さ
ん
か

ら
で
す
。

近
隣
高
校
の
地
学
教
師
の

方
々
と
天
体
観
測
ク
ラ
ブ
を
結

成
し
活
躍
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

退
職
後
、
介
護
の
た
め
に
Ｕ
タ

ー
ン
さ
れ
て
き
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
ま
た
大
阪

に
住
ま
い
を
移
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
と
体
力
的
に
望
遠
鏡
を
扱

う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
望
遠
鏡
は
立
派
な
も

の
で
高
橋
製
作
所
の
Ｍ
Ｔ
―

２
０
０
＆
Ｊ
Ｐ
１
６
０
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
日
原
中
学

校
の
旧
む
つ
み
寮
（
当
時
は

１
８
０
人
位
の
寮
生
が
お
ら
れ

た
そ
う
で
す
）
の
３
階
で
口
径

６
cm
の
赤
道
儀
望
遠
鏡
を
発
見

し
ま
し
た
。
か
な
り
赤
サ
ビ
が

出
て
い
ま
し
た
が
、
分
解
し
サ

ビ
を
落
と
し
塗
装
を
行
う
と
ピ

カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー
ン
（
6

日原天文台☎ 74-1646
ストロベリームーンの夜に

益
田
市
・
鹿
足
郡
内
の
小
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
」
と
「
税
に
関
す

る
習
字
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

1  

応
募
資
格

益
田
市
・
鹿
足
郡
内
の
小
学

６
年
生
（
複
式
学
級
に
つ
い
て

は
５
年
生
も
対
象
）

2  

課
題

身
近
に
あ
る
「
税
金
で
造
ら

れ
て
い
る
建
物
や
施
設
」「
税
金

で
行
っ
て
い
る
仕
事
」
等
、
税

金
に
関
す
る
「
は
が
き
絵
画
」

で
あ
れ
ば
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
税
に
関
す
る
標
語
等
を
入
れ

ら
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

3  

応
募
点
数

１
人
に
つ
き
１
点

4  

応
募
作
品
基
準

（
１
）
用　

紙

学
校
へ
配
付
し
た「
は
が
き
」

を
使
用
し
て
い
た
だ
く
か
、「
は

が
き
」
と
同
サ
イ
ズ
で
あ
れ
ば

別
の
用
紙
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

（
２
）
絵　

具

ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
・
コ

ン
テ
・
色
鉛
筆
・
水
彩
絵
具
な
ど

5  

応
募
方
法

「
応
募
用
台
紙
」
中
央
部
分

の
シ
ー
ル
を
は
が
し
て「
作
品
」

を
貼
付
し
、
学
校
名
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
を
記
入
の
う
え
、
学

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
税
に
関
す
る
習
字

1  

応
募
資
格

 

益
田
市
・
鹿
足
郡
内
の
小

学
３
年
生
以
上

2  

課
題

 

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
税
金

を
使
っ
た
公
共
施
設
や
公
共
サ

ー
ビ
ス
な
ど
か
ら
テ
ー
マ
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

税
金
に
関
係
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

3  

応
募
点
数

１
人
に
つ
き
１
点

4  

応
募
作
品
基
準

半
紙
に
縦
書
き
と
し
、
左
側

に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

5  

応
募
方
法

作
品
の
左
下
に
出
品
票
を
貼

付
し
、
学
校
名
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
を
記
入
の
う
え
、
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

9
月
11
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

益
田
税
務
署

☎
０
８
５
６
・
22
・
０
４
４
４

養老館教科書

思いがけなく出会った２本
の望遠鏡
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税務住民課☎ 74-0069

ご
注
意
く
だ
さ
い

新
築
・
増
築
に
つ
い
て
評
価

漏
れ
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
家

屋
の
評
価
証
明
の
発
行
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
遡
っ
て
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
解
体
に
つ
い
て
届
出

が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
地

の
上
に
一
定
用
件
を
満
た
す
住

宅
が
あ
る
と
「
住
宅
用
地
に
対

す
る
課
税
標
準
額
の
特
例
」
が

運
用
さ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
住
宅
の
解
体
や
、
そ
の

住
宅
と
し
て
の
用
途
を
変
更
す

る
と
本
特
例
の
適
用
か
ら
外
れ

土
地
の
税
額
が
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

家
屋
評
価
の
計
算
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
（
総
称
し
て

「
固
定
資
産
」）
を
所
有
し
て

い
る
人
が
、
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
国
が
定
め

た
基
準
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

を
評
価
し
、
価
格
を
決
定
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
そ
の
後
、
税
額
を
算
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
家
屋
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
現
地
に
出
向
き
調

査
を
行
い
評
価
額
を
算
定
（
家

屋
評
価
）
し
ま
す
の
で
、
次
の

ど
ち
ら
か
に
該
当
さ
れ
る
方
は

税
務
住
民
課
・
固
定
資
産
税
担

当
ま
で
事
前
に
相
談
い
た
だ
く

か
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
平
成
29
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
新
築
又
は
増
築
を

さ
れ
る
方

②
平
成
29
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
解
体
さ
れ
た
方

健康福祉課☎ 72-0673
ひきこもり家族教室を開催します

教育委員会日原窓口☎ 74-0302
建物を新築・増築・解体した場合はご連絡を

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識

や
本
人
さ
ん
へ
の
対
応
の
工
夫

を
学
び
、
ご
家
族
同
士
で
語
り

合
う
「
家
族
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
ご
家
族
の
不
安
や
焦
る

気
持
ち
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
場
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
（
中
学
校

卒
業
後
の
方
）
の
い
る
ご
家
族

■
日
時

第
1
回　

8
月
29
日
（
火
）

第
2
回　

9
月
29
日
（
金
）

第
3
回　

10
月
27
日
（
金
）

第
4
回　

12
月
1
日
（
金
）

い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

■
場
所

益
田
合
同
庁
舎
5
階
会
議
室

■
申
込
締
切
日

　

8
月
15
日
（
火
）

■
申
込
方
法

　

事
前
予
約
制
で
す
。
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
益
田
保
健
所
に
あ

り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ

ン
タ
ー　

相
談
判
定
課

☎
０
８
５
２
・
32
・
５
９
０
５

日
原
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
日

原
プ
ー
ル
の
清
掃
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
原
プ
ー
ル
は

毎
年
夏
休
み
期
間
、
一
般
の
方

に
開
放
し
、
帰
省
客
や
夏
休
み

を
満
喫
す
る
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、

津
和
野
中
学
校
や
複
数
の
小
学

校
も
授
業
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

５
月
13
日
、
梅
雨
と
い
う
の

に
と
て
も
よ
い
天
気
の
日
に
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
プ
ー
ル
清

掃
作
業
に
汗
を
か
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
年
生
の
皆
さ
ん

は
カ
エ
ル
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

に
驚
き
な
が
ら
カ
ニ
が
い
る
な

ど
と
楽
し
そ
う
に
大
プ
ー
ル
の

半
分
程
度
を
藻
が
つ
い
た
底
を

ブ
ラ
シ
で
清
掃
。
次
い
で
２
年

生
の
皆
さ
ん
が
交
代
の
た
め
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
１
年
生
に

比
べ
る
と
声
が
ど
ん
ど
ん
出
て

楽
し
そ
う
で
す
。
今
年
は
、
効

率
よ
く
１
年
生
・
２
年
生
の
皆

さ
ん
で
プ
ー
ル
が
奇
麗
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
３
年
生
の

皆
さ
ん
に
は
更
衣
室
や
ト
イ
レ

事
務
室
な
ど
付
帯
設
備
を
し
っ

か
り
清
掃
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
す
が
３
年
生
で
し
た
。

日
原
中
学
校
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も

多
く
の
方
が
楽
し
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

プ
ー
ル
は
本
来
安
全
な
も
の

で
す
。
日
本
の
プ
ー
ル
は
海
外

の
も
の
に
比
べ
異
常
に
浅
い
た

め
、
飛
び
込
み
を
す
る
と
頭
を

打
ち
重
大
な
障
害
が
残
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
今
は
、
体
育
の

授
業
で
は
飛
び
込
み
を
教
え
な

い
よ
う
で
す
。
事
故
が
な
い
よ

う
係
員
の
方
の
指
示
を
よ
く
聞

い
て
休
憩
を
と
り
な
が
ら
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
川
で
泳
が
れ
る
場
合
は

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
海
や
川
は
流

れ
が
あ
り
プ
ー
ル
で
泳
げ
る
人

で
も
溺
れ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
水
の
事
故
に
気
を
つ
け
て

楽
し
い
夏
休
み
を
す
ご
し
ま
し

ょ
う
。

プール清掃ありがとう

暑い中、皆でがんばりました

喜
時
雨
自
治
共
栄
会
（
永
吉

義
夫
会
長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

を
活
用
し
、
人
工
芝
に
よ
る
可

搬
式
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
し
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

や
住
民
の
自
治
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

人
工
芝
コ
ー
ス
は
15
ｍ
、
25

ｍ
、
30
ｍ
、
50
ｍ
と
４
種
の
コ

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
喜時雨自治共栄会が GG コース整備

ー
ス
が
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
の
開
催
に
よ
る
地
域

住
民
の
交
流
や
健
康
増
進
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

グラウンドゴルフ

宝くじの助成金で整備されました
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町からのお知らせ

つわみん活動日記

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

６月１０日（土） ＪＲ地福駅へのゲリラ登場 & ＳＬ乗客とのふれあい
　　　　　　　　ほたる祭り（畑迫）
今年の６月は梅雨らしくない、お天気の多いあつ～い月じゃった
ねぇ！
つわみんは、そんなあつ～い日にＳＬやまぐち号のお出迎えとお
見送りをしに山口県のＪＲ地福駅にいってきたよ！
ちょるると一緒にたくさんの人に会えて楽しかったわぁ♪
夜には畑迫のほたる祭りに遊びに行って、畑吉くんたちとほたる
音頭も踊ったんじゃ～！
本物のほたるもよ～け見れて楽しい１日じゃったわぁ☆

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
学
校
の

ご
協
力
に
よ
り
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品
ず

つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧

下
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さ、忘れないで ･･･

※
平
成
28
年
度
（
平
成
29
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

ふ
み
だ
そ
う
　
あ
な
た
の
一
歩
が
　
救
い
の
手

青
原
小
学
校
4
年　
　

久
城
春
歌
さ
ん

こ
ま
っ
た
か
お
　
声
を
か
け
る
と
　
え
が
お
に
か
わ
る

青
原
小
学
校
4
年　
　

吉
永
夏
正
さ
ん

や
さ
し
さ
の
　
言
葉
が
い
っ
ぱ
い
　
あ
ふ
れ
出
す

青
原
小
学
校
5
年　
　

伊
藤　

礼
さ
ん

不
思
議
だ
な
　
手
を
取
り
合
う
と
　
あ
っ
た
か
い

青
原
小
学
校
5
年　
　

佐
々
木
琳
也
さ
ん

あ
り
が
と
う
　
心
が
よ
ろ
こ
ぶ
　
こ
と
ば
で
す

青
原
小
学
校
6
年　
　

今
若
慶
斗
さ
ん

み
の
が
す
な
　
い
じ
め
の
種
を
　
な
く
す
ん
だ

青
原
小
学
校
6
年　
　

大
畑
陽
歌
里
さ
ん

な
や
ま
ず
に
　
い
じ
め
に
あ
っ
た
ら
　
す
ぐ
相
談

青
原
小
学
校
6
年　
　

河
田
修
吾
さ
ん

■
貸
出
場
所

　

役
場
本
庁
舎　

総
合
窓
口

☎
74
・
０
０
５
９

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
津
和
野
共
存
病
院
内
）

☎
72
・
０
６
８
３

※
事
前
に
、
貸
出
が
可
能
か
ど

う
か
、
ご
確
認
下
さ
い
。

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
町

づ
く
り
会
議
「
介
護
予
防
部

会
」
で
は
、『
楽
し
く
介
護
予

防
を
し
よ
う
』『
介
護
者
の
気

持
ち
や
高
齢
者
の
気
持
ち
を
知

ろ
う
』
と
い
う
目
的
か
ら
、
シ

ル
バ
ー
川
柳
を
用
い
て
か
る
た

を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
が
集
ま
る
場
な
ど
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

医療対策課☎ 72-0683
つわのオレンジかるたで一緒に遊んでみませんか？

大きくて見やすい
取りやすい

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

１日目：文化祭（講演会）
２日目：文化祭（合唱コンクールをメインとした
　　　　文化的イベント）
３日目：体育祭

【高校創立110周年を機会に次の10年を模索】
　７月７日からの約二週間をかけ、津和野高校第
二学年の生徒が、来年に迫る高校創立110周年に
対して、在校生としてできることを考えました。
津和野高校が開発する独自の探求学習モデルの授
業の一環として行われたこのプロジェクトを通し
て、「高校が、地域や卒業生に対してより開かれ
た存在となるにはどうしたら良いか」というテー
マを探っていきました。最終的には、高校の「過
去・今・未来」を念頭に置いた、「記念誌」「当
日イベント」「継続性のある記念事業」に対して
提案を行いました。授業後もその実現に向け、準
備を進めていきます。

【東洋大学×ツコウ 高大接続企画】
　津和野町商工観光課と連携した取り組みとし
て、ツコウ生と東洋大学の大学生が、高津川流域
振興、空港利用促進に挑みました。ＩＣＴを活用
して、東京都と津和野を繋いで事前作業を進めた
後、同大学の経済学部総合政策学科の院生、学
生、教員10名が７月22日（土）～24日（月）の
２泊３日で来町し、ツコウ生とチームを組んで、
津和野を前提としながら高津川流域全体の広域的
な視点に立った振興策、さらには空港の利用促進
という難問にアプローチしました。最終的には政
策提言コンペを行い、高津川流域都市交流協議会
に提出する予定です。
【学園祭はじまる】
　９月１日（金）～３日（日）、平成２９年度津
和野高校学園祭が開催されます。ぜひこの機会
に、若い彼らのエネルギーを体感してください！
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津和野温泉なごみの里

シルクウェイにちはら

土 -Saturday-日 -Sunday-

なごみ

シルク日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

カレンダーの略字
表記について

日原公民館日公

納期限は8月 31 日

8

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■タブレット講習会 ,PC ちょ

い知り教室　　つわの暮ら
し推進課･････････☎74-0092

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , キッズえい
かいわ，ヨガ教室，水彩画
教室，フラダンス

日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，

水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、フォロー教室
※１ 地域運動推進員サロ
ン活動・研修会　地域包括
支援センター

･ ☎72-0683
■パソコン初心者教室，食育

の集い
青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会　断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

国民健康保険税・第 5 期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 5 期
介護保険料・・第 5 期
町県民税・・・第 2 期

26252423
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◎講演会「市民後見人の必要性
について」

（益田市総合福祉センター
/13:30~15:30）

◎行政相談
　心配ごと相談
　無料人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎年金相談
（日原公民館 /10:00~15:30）

◎地域運動推進研修会
（やまび /9:30~11:30）

◎季節の湯（レモン）
（なごみ /10:00~21:00）

◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 14:30~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎

/9:00~12:00,13:00~16:00）◎畑迫 HBG※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎小川はつらつクラブ※１
（小川公民館 /13:30~15:00）

◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎石見神楽公演（上吉田保存会）
（なごみ ）

◎食育の集い
（青原公民館 /9:30~14:00）

◎行政相談
　明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（やまび 13:00~16:00）

◎ヨガ教室
（プラサ枕瀬 /19:30~20:30）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎ 400 年記念殿町盆踊り大会と
灯篭流し大会

（殿町通り）
◎にちはら鮎まつり花火大会
（高津川漁協日原支所周辺）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎ぴょんぴょん教室
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎つわのオレンジカフェ
（やまび /10:00~12:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎健診結果相談会
（小川体育館 /9:30~11:30）
（まちせ /13:00~15:00）◎交通事故相談

（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎健診結果相談会
（木部公民館 /9:30~11:30）
（畑迫公民館 /13:00~15:00）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎フォロー教室※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎季節の湯（レモン）
（なごみ /10:00~21:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 13:30~16:00）

◎かけはしの会
（まちせ /14:00~16:00）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎陶芸教室
（日原公 /9:00~12:00）

◎育児・栄養相談
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎第 98 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎石見神楽公演（木ノ口神楽社中）
（なごみ ）

◎月いちボランティア清掃
（乙雄山・先哲墓地 /8:00~9:00）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎明るい生活相談
　無料人権相談
（やまび /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎さくら会※１

（須川公民館 /13:30~15:00）
◎ヨガ教室
（プラサ枕瀬 /19:30~20:30）

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（木部公民館 /13:30~14:30）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎 /9:00~12:00、

13:00~16:00）
◎離乳食教室
（やまび /9:30~11:30）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎
/9:00~12:00,13:00~16:00）

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎認知症講演会
（日原小学校 /13:30~15:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（小川公民館 /10:30~11:30）
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /13:30~14:30）

◎乳児健診
（まちせ / 午後）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎育児・栄養相談
（まちせ /10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェ
（社協津和野支所/10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（池河公民館 /10:30~11:30）
（須川公民館 /13:30~14:30）

◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所 /9:00~15:00）

◎水彩画教室
（日原公 /9:30~11:30）

◎リハビリ恋・来い・鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎津和野図書館休館日

【当番医】 つわぶき医院

【当番医】 津和野共存病院

【当番医】増野医院

【当番医】栗栖医院

【当番医】 松浦内科胃腸科

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（左鐙公民館 /10:30~11:30）
（やまび /13:30~14:30）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎さわやか会※１

（青原公民館 /13:30~15:00)

◎健診結果相談会
（日原発熱外来診療所
/9:00~11:30）

（須川公民館 /13:30~14:30）
（左鐙公民館 /15:30~16:30）

※２ 対象 : 脳血管疾患の既往の
ある方およびその家族

※３ 家庭のあり方を見つめなお
し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

※４ 対象：75 歳以上の方（要
介護１以上の方を除く

あなたの「働きたい」を応援します
サポートステーションは 15 歳から 39 歳までの働くこと
に不安や悩みを抱える若者の総合相談窓口です。出張セミ
ナーでは、ビジネスマナーや自己分析などを行います。
・出張相談会
　8 月 25 日（金）　11 時～ 13 時
　ハローワーク益田１階相談室
・出張セミナー
　8 月 25 日（金）　15 時～ 16 時
　益田市子ども・若者支援センター
■問い合わせ
しまね西部若者サポートステーション
　☎ 0855-22-6830

山の日

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

福セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ
町セ

町セ

町セ



在
宅
当
番
医
…
…H
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■ 8 月 13 日（日）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 8 月 20 日（日）
増野医院

☎ 74-0053

■ 8 月 11 日（金・祝）
栗栖医院

☎ 79-2006

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た

場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

8
月
23
日
（
水
）
10
時
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

http://w
w

w
.m

asudahim
aw

ari.com

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士
が
、

遺
産
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
の
売
買
、
名

義
変
更
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
ロ
ー
ン
の

返
済
、
悪
質
商
法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○
吉
賀
会
場
（
完
全
予
約
制
）

8
月
6
日
（
日
）
10
時
～
12
時

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○
益
田
会
場

8
月
24
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

平
日 

12
時
30
分
～
15
時
30
分
受
付

☎
０
１
２
０・１
１
４・２
３
４

「
遺
言
」・「
後
見
」
無
料
相
談
会
の
お

知
ら
せ遺

言
・
成
年
後
見
制
度
専
門
の
行
政

書
士
が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

十
分
な
相
談
時
間
（
一
組
90
分
程
度
）

を
お
取
り
し
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
津
和
野
会
場

８
月
９
日
（
水
）
10
時
～
16
時

津
和
野
町
社
会
福
祉
協
議
会　

津

和
野
支
所

○
日
原
会
場

８
月
23
日
（
水
）
10
時
～
16
時

津
和
野
町
社
会
福
祉
協
議
会　

日

原
支
所

網
本
行
政
書
士
事
務
所

☎
０
１
２
０
・
71
・
４
１
５
０

島
根
県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
開
催
の
お
知
ら
せ

島
根
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
方
、
学
校
・
医
療
・
労
働
機
関

の
関
係
者
を
は
じ
め
、
広
く
盲
学
校
に
関

心
の
あ
る
方
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

９
月
６
日（
水
）９
時
30
分
～
12
時
40
分

※
13
時
30
分
～
（
希
望
者
の
み
）

理
療
科
模
擬
授
業
体
験
、
個
別
相
談

（
理
療
科
で
は
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き
ゅ
う
師

の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
取
得
可
能
）

島
根
県
立
盲
学
校

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
14
時
か
ら
開
始
（
初
診
・
紹
介
患

者
の
み
））

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
13
時
よ

り
開
始

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9
時

～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付
は

16
時
30
分
ま
で
）

■ 8 月 27 日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

鷲原八幡宮

■ 8 月 6 日（日）
つわぶき医院

☎ 72―3500 ８
月
31
日
（
木
）

島
根
県
立
盲
学
校　

花
谷
、
赤
木

☎
０
８
５
２
・
36
・
８
２
２
１

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
夏
期
）
開
催

の
お
知
ら
せ

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
採
用
計
画

の
説
明
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

８
月
12
日
（
土
）
10
時
～
16
時

10
時
～
12
時　

セ
ミ
ナ
ー

13
時
～
16
時　

合
同
就
職
面
接
会

く
に
び
き
メ
ッ
セ　

１
階
大
展
示
場

２
０
１
８
年
３
月
大
学
（
院
含
む
）、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
等
の
卒
業
予
定
者
及
び
県
内
就

職
を
希
望
す
る
方

■
参
加
企
業

７
月
中
旬
頃
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」

の
サ
イ
ト
に
掲
載

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
・
67
・
４
５
１
０

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹　
　

　
　
　
　
　
　
　

自
死
遺
族
の
集
い

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹
は
、

２
０
０
８
年
8
月
に
発
足
し
た
自
死
遺
族

だ
け
で
運
営
を
行
う
自
助
グ
ル
ー
プ
で
す
。

大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
悲
し
み
、

苦
し
み
、
怒
り
等
を
遺
族
だ
け
で
語
り
合

う
場
と
し
て
次
の
日
程
で
「
分
か
ち
合
い

の
つ
ど
い
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

ど
う
か
１
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
同
じ
痛
み
を
も
つ
遺
族
同
士
で
分
か

ち
合
い
ま
せ
ん
か
…
。
個
人
情
報
な
ら
び

に
分
か
ち
合
い
の
会
で
の
お
話
の
内
容
等

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
場

内
に
自
死
と
い
う
文
字
は
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
平
成
29
年
度
日
程

8
月
26
日
、
10
月
28
日
、
12
月
23
日
、

平
成
30
年
2
月
24
日

・
分
か
ち
合
い　

14
時
～
15
時

・
茶
話
会
（
Ｊ
交
流
会
）
15
時
30
分

～
17
時

益
田
保
健
セ
ン
タ
ー
（
益
田
駅
前
ビ

ル
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
）

※
茶
話
会
（
J
交
流
会
）
に
は
遺
族

以
外
の
方
に
お
入
り
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。（
弁
護
士
、
保
健
師
、

宗
教
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
行
政

の
自
死
担
当
者
な
ど
）

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

☎
０
９
０・４
６
９
２・５
９
６
０（
桑
原
）

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
我
ら
が
パ
ラ
ダ
イ
ス

林
真
理
子
……
…
…
…

毎
日
新
聞
社

▽
江
戸
を
造
っ
た
男

伊
東
潤
……
…
…
…

毎
日
新
聞
社
刊

▽
宿
命
と
真
実
の
炎

貫
井
徳
郎
……
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
神
田
裕
行
の
お
そ
う
ざ
い
十
二
カ
月

神
田
裕
行
……
…
…

暮
し
の
手
帖
社

▽
メ
ア
リ
と
魔
女
の
花

メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
……
…

K
A

D
O

K
A

W
A

▼
津
和
野
図
書
館

8
月
31
日
（
木
）
は
休
館
で
す
。

▽
狗ぐ

ひ
ん賓

童ど
う
じ子

の
島

飯
嶋
和
一
……
…
…
…
…
…

小
学
館

▽
伊
澤
蘭
奢　

不
世
出
の
女
優
の
生
涯
と

文
学演

劇
と
文
学
研
究
会
……
…

鼎
書
房

▽
人
生
は
一
本
の
線

篠
田
桃
紅
……
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
暗
号
ク
ラ
ブ

ペ
ニ
ー
・
ワ
ー
ナ
ー
……
…
…
…
…

K
A

D
O

K
A

W
A

▽
な
つ
み
は
な
ん
に
で
も
な
れ
る

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
…PH

P

研
究
所

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
8
月
7
日
、

14
日
、
28
日
（
そ
の
他
未
定
）・
小
児

科
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
（
午
後
・

予
約
制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
第
1
・

3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来
診

療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子
宮

が
ん
検
診
（
予
約
制
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
8
月
2
日
、
30
日
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）
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７月２２日（土）～  SL 運行再開　毎週土日祝日　現客車が通常どおり運行されます。

８月　１日（火）  『SL 復活運転記念日』…沿線住民の想いで復活した記念すべき日 
 ● SL お出迎え・お見送りスタンプラリー開始　
 ※スタンプラリー詳細は津和野町観光協会 HP をご覧ください。
 ※指定地点、指定時間に出迎え・見送りの手を振るとポイントを
　 ゲット！新客車ペア乗車券他、抽選でプレゼントします。

８月２７日（日）  C571（貴婦人）と旧型客車のコンビが見納めになる日
 ●お疲れ様！ありがとうの気持ちを届けよう！

９月　２日（土）～
 新型客車登場！
 ●新型客車ようこそ！イベント開催予定 !!!
 ※弥栄神社の鷺舞上演
 ※津和野高校生による「鉄道唱歌（山口線バージョン）」披露

９月にＳＬの客車が新型客車に変わります！

旧型客車 （現客車） と新型客車の違いって？？

イベントスケジュール

問い合わせ：商工観光課☎ 72-0652

▽明治・大正・昭和とそれぞれの時代を表現したレトロ感いっぱいの現在の客車

▽ＳＬ全盛期の昭和初期に活躍した客車を復刻した新型客車
１号車　展望車風客車　　  ２号車　欧風客車　　　　 ３号車　昭和風客車　　  　４号車　明治風客車　　　 ５号車　大正風客車 

たくさんの方のお見送り・お出迎えをお待ちしております♪

今まで、津和野町にたくさんの笑顔を届けてくれた現客車！
これからたくさんの笑顔を届けてくれる新型客車。
そんな気持ちを込めて、下記の日程でイベント等を開催します。

この日から、指定日、
指定地点で「SL お出
迎え・お見送りスタン
プラリー」を行います。

左端の写真は普通車
の一部、その隣の写
真は グリーン車。な
んとゲームができる
車両もあります♪

　「 萩・ 石 見 空 港 応 援 助 成 」　

２人以上で１人につき

東京線　往復利用
期間限定  ７/１～９/３０

10,000 円助成
　　　「 東 京 夏 っ 得 Ｕ 2 5 」･･････

　 　 　 「 大 阪 夏 っ 得 」･･････

東京線往復ご利用で

  ７/１～９/３０

大阪線片道ご利用で

  ８/４～８/２１

6,000

2,500

円
助成

円
助成

萩・石見空港からの夏のお得なお知らせ
期間
延長

夏 季 限 定 運 航

※写真提供 ＳＬやまぐち地域振興会
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

留学生も地域の人と一緒に歩きました

６月は畑迫がアツイ！
ホタルとアジサイが有名な畑迫地域では、それぞれをモ

チーフとしたイベントがあります。今年は、６月 10 日に「ほ
たる祭り」、６月 25 日に「あじさい健康ウォーク」が行わ
れました。

以前から植えられていたアジサイですが、ホタルと併せ
て盛り上げようと、平成 12 年に正式に畑迫の花として指
定されました。平成 14 年から本格的に植栽が始まり、現
在では 4000 株を超えるアジサイが植えられています。

ハワイからの留学生２人もこれに参加し、「とっても美
しい、きれい」と日本語で答えてくれました。また、地域
の人から柏餅やおしるこ、かき氷をもらって食べ、お腹いっ
ぱいになった２人はとても満足そうな様子でした。

健康づくりコラム

詳しくは、 地域包括支援センター （津和野共存病院内） へお問い合わせください。 ☎ 72-0683

運動する習慣を身につけよう！！

大腸がんの予防には 「運動」 が効果的です！

運動習慣を身につけ 「がん」 「生活習慣病」 を予防しましょう！

その他の運動

　津和野町では、平成 28 年度に健康つわの 21 計画の中間評価を実施しました。アンケートの結果から、
男女ともに 20 ～ 50 代の若い世代が“時間がない”という理由で運動する習慣がない事が分かりました。
手軽にできる運動を習慣づけ、体も心も元気になりませんか？

　国の研究結果で、身体活動量が多いほど、がんに
かかるリスクが低下していることが分かっていま
す。特に、運動は“結腸がん（大腸）”のリスクを
下げるのは『確実』です。
　また、肥満や高血圧、糖尿病、脂質異常症など生
活習慣病を予防できることも分かっています。

身近で手軽な 「ウォーキング」

　ウォーキングは歩く速さを自分で調整ができる手軽な全身運動
です。以前は 30 分以上続けて歩かなければ効果がないと言われ
ていましたが、研究結果で小分け（10 分程度）にして歩くことで
も効果があることが分かっています。

運動は続けることがとても大切です。下記の①～③を組み合わせることが効果的です。
①定期的な運動の継続
②毎日合計 60 分程度の適度な運動
③週に１回は汗をかくような強めの運動

［効果］
■ストレス解消
■肥満予防 / 改善
■生活習慣病の予防
■脳の活性化
■心肺機能の向上
■筋力の維持

いつもより大股で
スクワット 足上げ

ラジオ体操 踏み台昇降運動ウォーキングのポイント

●視線は前方に
●上半身を起こす
●腹筋は締めておく
●手はしっかり後ろに振る
●かかとから足を下ろす
●しっかり蹴りだす

資料：厚生労働省研究班による多目的コホート研究からの成果報告

１日の身体活動量とがん発生のリスク（結腸がん）（倍）
1

0.8
0.6
0.4
0.2
０

１
日
１
時
間
程
度
の
早
歩
き

と
、
週
末
に
息
が
切
れ
る
ほ

ど
の
運
動

１
日
１
時
間
程
度
の
早
歩
き

１
日
20
分
程
度
の
早
歩
き

ほ
と
ん
ど
運
動
を
し
な
い

減 減 減

ほとんど運動をしな
い人を 1 とした場合、
ほかの要素での大腸癌
にかかる確率を示す

１. 津和野盆踊り保存会のみなさんと　２. 動画作りの一場面
３. 緑茶の美味しい入れ方を教わりました　４. 和菓子作り　
５. ６. 作った行灯は夏の祭りで輝きます

互いの学びの場となった８日間
6 月 19 日、ハワイから留学生 10 人が津和野にやって

きました。留学生たちは 26 日までの 8 日間、高校や中学校、
それぞれのホームステイ先等で過ごし、多くの地域の人と
の交流が行われました。これは、高校生が海外へ視野を広
げること及び町内で持続可能なホームステイができる環境
づくりを目指すために、国際交流協会が企画したものです。

留学生はハワイのダミエンメモリアル高校の１～３年
生。彼らは授業で日本語を学んでいるとはいえ、会話を成
立させるのはやはり苦労がありました。しかし、それぞれ
が知っている言語を駆使し、何とか近づこうという気持ち
が強く表れたのか、次第に打ち解けていったようでした。

今回、単に津和野町民と留学生という図式だけでなく、
町の中での連携があったことも有意義だったという声もあ
りました。今後、津和野町が内外問わず結びつきが強い町
と誇れる契機となるのでしょうか。

１

２ ３

４ ５ ６
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各
家
庭
用
の
固
定
電
話
の
保
有
率

75
・
6
％
に
迫
る
勢
い
で
す
。（
図

１
）今
や
若
い
年
代
の
家
庭
で
は
、

固
定
電
話
は
持
た
ず
、
電
話
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
と
い
う
の
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
機
器
の
発
達
と
と
も
に

生
活
・
仕
事
の
仕
組
み
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
は

Ｉア
イ
オ
ー
テ
ィ
ー

ｏ
Ｔ
/
Ｉア

イ
シ
ー
テ
ィ
ー

Ｃ
Ｔ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
様
々
な
活
用
が
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
Ｉ
ｏ
Ｔ/

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

時
代
へ
】

い
わ
ゆ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ

(Internet 

Of Things)

は
「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
、
そ

の
概
念
は
「
世
の
中
の
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
具
体
例
の
一
つ
と

し
て
、
近
年
都
会
で
は
家

の
玄
関
の
施
錠
の
従
来
の

カ
ギ
の
代
わ
り
に
IC
タ
グ
を
使
用

す
る
も
の
が
あ
り
、
学
校
か
ら
帰

宅
し
た
子
ど
も
が
そ
の
IC
タ
グ
を

使
っ
て
家
の
玄
関
を
開
け
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
仕
事

中
の
両
親
の
ス
マ
ホ
に
そ
の
情
報

が
メ
ー
ル
で
送
信
、
オ
フ
ィ
ス
に

い
な
が
ら
し
て
家
族
の
帰
宅
が
確

認
で
き
る
。
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

ド
ア
の
鍵
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

繋
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
で
き

た
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
す
。（
図
２
）

津
和
野
町
に
お
い
て
も
、
情
報

通
信
機
器
を
導
入
し
高
齢
者
の
在

宅
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。（
図
３
）

一
方
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（Inform

ation 
a

n
d

 C
o

m
m

u
n

ica
tio

n 
Technology

）
と
は
「
通
信
技

術
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

古
典
と
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
に
は
じ
ま

り
、
今
で
は
ビ
デ
オ
チ
ャ
ッ
ト
、

ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
の
自
分
と
相
手

の
双
方
向
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性

平
成
28
年
度
に
公
表
さ
れ
た
中

小
企
業
白
書
（
※
１
）
に
よ
る
と

情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
運
用
等

に
よ
る
情
報
通
信
の
利
活
用
に
か

け
る
投
資
―
IT
投
資
―
を
行
っ
た

企
業
の
売
上
や
業
績
を
み
る
と
、

積
極
的
に
IT
投
資
を
行
っ
て
い
る

企
業
の
多
く
が
業
績
に
プ
ラ
ス
の

効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
口
に
IT
投
資
と
い
っ
て
も
事

業
者
の
規
模
に
応
じ
て
導
入
す
る

機
器
・
サ
ー
ビ
ス
は
異
な
り
ま

す
。
し
か
し
そ
う
し
た
機
器
や

サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
活
用
す
る
だ

け
で
売
り
上
げ
増
加
や
自
社
の
PR

に
大
き
な
成
果
あ
げ
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
IT
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か

ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
モ
ノ
は
人
に

よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
今
回
は
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
現
状
や
動
向

な
ど
を
複
数
回
に
分
け
な
が
ら
紹

介
し
ま
す
。

【
日
常
の
風
景
を
変
え
た
モ
ノ
】

身
近
な
IT
機
器
と
い
え
ば
、「
ス

マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）」
が

そ
の
代
表
格
で
す
。

そ
の
便
利
さ
な
ど
か
ら
「
ス
マ

ホ
依
存
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま

れ
、
あ
る
民
間
会
社
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
10
～
30
代
の
実
に
２

割
以
上
が
「
ス
マ
ホ
に
か
な
り
依

存
し
て
い
る
」
と
自
覚
し
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
（
※
２
）
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
省
の

調
査
（
※
３
）
に
よ
る
と
国
内
に

お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
世
帯

保
有
率
は
72
・
0
％
と
な
り
今
や

の
高
い
や
り
と
り
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

以
前
は
専
門
性
の
高
い
仕
事
で

あ
っ
た
IT
分
野
で
す
が
、
技
術
の

発
達
に
よ
り
様
々
な
仕
事
に
そ
の

活
用
の
幅
が
広
が
り
、
そ
う
し
た

機
器
を
ど
う
活
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
い
ま
で
は
小
学
生

が
将
来
な
り
た
い
職
業
（
※

４
）
に
ラ
ン
ク
イ
ン
を
果
た
す

「Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

outuber

」
は
個
人
や
少

数
の
グ
ル
ー
プ
が
家
庭
用
ビ
デ

オ
な
ど
を
使
い
様
々
な
動
画
を

W
EB

サ
イ
ト
へ
投
稿
。
視
聴

者
が
そ
の
動
画
を
見
た
回
数
に

応
じ
た
報
酬
や
、
多
く
の
視
聴

が
見
込
ま
れ
る
そ
の
動
画
に
差

し
込
ま
れ
る
企
業

CM
の
掲
載
料

で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
仕
組
み

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
る
土
台
と
し
て
機
能

し
て
い
る
の
が
「
ク
ラ
ウ
ド

（
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
）」

と
呼
ば
れ
る
モ
ノ
に
な
り
ま

す
。
ク
ラ
ウ
ド
と
は
、
デ
ー
タ

を
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
端

末
な
ど
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
保
存
す
る
使
い

方
、
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

自
宅
、
会
社
、
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
、
学
校
な
ど
、
外
出
先
で

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
閲

覧
、
編
集
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
一

部
の
IT
企
業
と
よ
ば
れ
る
会
社
が

「
働
く
場
所
・
時
間
を
選
ば
な
い
」

と
言
わ
れ
る
の
は
こ
う
し
た
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
実
現
し
て
い

る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
環
境
が
実
現
し
た
場

合
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に
仕
事

の
情
報
を
確
認
す
る
、
問
い
合
わ

せ
に
対
す
る
返
事
を
打
つ
な
ど
の

業
務
が
可
能
に
な
り
、
仕
事
の
効

率
が
向
上
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

情
報
通
信
機
器
の
発
達
の
ス

ピ
ー
ド
は
目
覚
ま
し
く
、
次
々
と

新
し
い
機
器
・
サ
ー
ビ
ス
が
ど
ん

ど
ん
登
場
し
て
い
ま
す
。
常
に
そ

の
最
先
端
を
つ
か
み
続
け
る
の
は

少
々
大
変
で
す
が
、
自
分
の
生
活

や
仕
事
の
質
を
向
上
さ
せ
、
時
間

を
有
意
義
に
活
用
す
る
意
味
で
も

Ｉ
ｏ
Ｔ
/
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
必
要

性
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
す
。

遠
く
な
い 

い
つ
も
身
近
な 

Ｉ
Ｃ
Ｔ

IT
の
発
達
と
と
も
に
、
日
常
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
企
業
で
は
IT
活
用
を

積
極
的
に
進
め
る
と
業
績
に
プ
ラ
ス
の
結
果
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
言
に
IT
と
い
っ
て
も
「
よ
く
分
ら
な
い
」「
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
日
常
生
活
の
多
く
の
場
面
で
IT
に
支
え
ら
れ

た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

図１. 近年普及率が急激に伸びているスマートフォン

自宅でもこんな風景に見覚えがあるはず

図２.IoT を活用した子どもの安心帰宅確認システム

図３. 町のＴＶを活用した見守りサービス

IoT/ICT 強化のための講座を用意しています！
津和野町では、これからの IoT/ICT の活用へ向け、情報分野の

技術を仕事に活用できる人材の育成を目的とした各種講座を開催
しています。パソコンに関する基礎知識からオフィス業務に役立
つソフトの使い方、さらにはクラウドサービスの導入など、今後
ますます必要性の高まるこの分野で活躍できる人材の育成を目指
しています。

講座は、日程に応じて実施しているカリキュラムが異なりま
す。講座の詳しい内容、日程・申し込み方法など詳しくは専用窓
口へご確認ください。
【専用窓口】株式会社Nex-E（津和野町「企業誘致のためのIT  人材スキルアップ事業受託事業者」）

  　　　　  ☎ 050-5305-1934（受付時間：平日午前 9 時～午後 4 時）

※１　2016年版中小企業白書

http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/H28/h28/index.html

※２　MMD研究所

https://mmdlabo.jp/investigation/detail_1563.html

※３　平成28年度通信利用動向調査

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05.html

※４　小学生白書2016

http://www.gakken.co.jp/kyouikusouken/whitepaper/201609/index.html

専門スタッフによるわかりやすい講習
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※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、会社、
相続登記等・各種許認可の手続をサポートいたしま
す。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2
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□住民基本台帳（平成 29 年 6 月末現在）

転出：12
死亡：13

転入：13
出生：1

男 3,562 人　女 4,114 人
人口：7,676 人世帯数：3,580

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

広報つわの 2017 年 7 月 14 日発行
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